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≪講評≫ 

大きな工場が立ち並ぶ地域の一角に位置し、事務所・倉庫という特性上どうしても無機質にな

りがちな建築物であるが、事務所棟出入口側の外壁材に磁器質タイルを用い、テクスチャー※や

カラーで柔らかさ暖かさを醸しだしている。側面の全面ガラス窓に突き出た、コーポレートカラ

ーのオレンジキューブがアクセントになっておりユニークである他、天井材のスパンドレルの使

い方にも工夫が見られ、企業理念の「ものづくりの精神」を感じさせる建物である。 

 倉庫棟を敷地奥に、駐車場を道路側に配することで、ゆとりある空間が創られ、また棟の壁面

にスリット上の窓が設けられ、単調で大きな面を感じさせずに４階棟の圧迫感を軽減している。

敷地と地面との境界をフェンスで遮ることなく、高低差を付けた植栽による生垣が、年月を経て

潤いのある景観を創り出すことであろう。（上野あきら 委員） 

 

※材料がもっている手ざりや感触 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地：堺区石津北町 81-1 

建築主：トラスコ中山株式会社 

設計者：株式会社安井建築設計事務所 

施工者：株式会社竹中工務店 

 


